
第718号
昭和39年3月13日第三種郵便物認可第10号（毎月1日発行・定価一部10円会費に含む）
●発行日―平成29年11月１日
●発行所―　一般　

社団法人北海道手をつなぐ育成会
〒060-0002　札幌市中央区
北2条西7丁目かでる2・7（4Ｆ）
電　話　011-251-0855
ＦＡＸ　011-251-0804
Ｅメール　doikusei@air.ocn.ne.jp

●発行人―佐藤春光
印刷所　㈱北海道機関紙印刷所

ホームページ　http://hokkaido-ikuseikai.com手をつなぐ育成会げっぽう11月号1

　

10
月
22
日
、
当
麻
町
で
、
社
会
福
祉
法
人

当
麻
か
た
る
べ
の
森
（
貞
森
裕
一
理
事
長
）

の
「
か
た
る
べ
の
森
美
術
館
」
を
会
場
に
、

全
道
か
ら
約
１
０
０
人
を
超
え
る
参
加
を
得

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
：
全
体

会
）

　
「
ひ
ろ
げ
よ
う　

み
ん
な
の
わ
」
―
本
人

の
会
全
道
交
流
会
・
研
修
会
は
、
公
益
財
団

法
人
北
海
道
新
聞
社
会
福
祉
振
興
基
金
の
助

成
を
い
た
だ
い
て
、
今
年
で
11
年
目
に
な
り

ま
す
。
こ
の
交
流
・
研
修
会
は
、
知
的
に
ハ

ン
デ
ィ
の
あ
る
仲
間
達
が
、
地
域
で
暮
ら
し

広
げ
、
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

10
時
に
開
会
。
当
会
の
本
人
活
動
担
当
の

菊
池
洋
子
理
事
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
午
前
中

は
５
つ
の
分
科
会
―
「
ス
ツ
ー
ル
づ
く
り
」

「
リ
ー
ス
づ
く
り
」「
薪
割
り
・
焼
き
い
も
づ

く
り
」「
お
皿
づ
く
り
」「
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
づ

く
り
」
―
に
分
か
れ
て
、
参
加
者
は
希
望
す

る
創
作
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。（
写

真
：
リ
ー
ス
づ
く
り
）

　

お
昼
は
か
た
る
べ
特
製
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

に
舌
鼓
を
打
ち
、
午
後
か
ら
は
全
体
会
を
開

催
。
各
分
科
会
の
活
動
報
告
の
後
は
参
加
者

の
自
己
紹
介
、各
地
域
の
本
人
の
会
の
紹
介
、

育
成
会
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
各
事
業
所
の

本
人
活
動
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
は
、
最
後
に
苫
小
牧
市
育
成
会

の
折
戸
さ
ん
か
ら
、
来
年
７
月
28
日
・
29
日

に
開
催
さ
れ
る
全
道
大
会
の
本
人
大
会
へ
の

積
極
的
な
参
加
に
つ
い
て
、
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

９
月
の
全
国
大
会
・
本
人
大
会
を
経
て
、

全
道
・
全
国
の
仲
間
た
ち
の
絆
が
深
く
結
ば

れ
、
こ
れ
か
ら
一
層
の
活
動
の
広
が
り
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
会
は
、
来
年
２
月
18

日
㈰
に
、
札
幌
市
で
第
２
回
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
研
修
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

障
害
者
の
芸
術
活
動
を
普
及
す
る
拠
点

―
か
た
る
べ
の
森
美
術
館

　

社
会
福
祉
法
人
当
麻
か
た
る
べ
の
森
の
設

立
の
理
念
に
「
障
が
い
者
の
芸
術
活
動
」
に

取
り
組
む
こ
と
を
柱
に
し
て
い
ま
す
。木
工
、

陶
芸
、
織
物
な
ど
の
日
中
活
動
は
芸
術
活
動

で
あ
り
、
広
く
は
パ
ン
工
場
も
森
林
整
備
活

動
も「
芸
術
的
」な
活
動
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
に
旧
伊
香
牛
小
学
校
を
改
修
し

て
つ
く
ら
れ
た
「
か
た
る
べ
美
術
館
」（
横

井
寿
之
館
長
）
に
は
、
５
万
点
を
こ
え
る
作

品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
常
設
の
展
示
場

と
し
て
は
、
滋
賀
県
に
つ
い
て
全
国
で
２
番

目
の
開
設
で
す
。
多
様
な
企
画
展
示
と
あ
わ

せ
て
、
創
作
活
動
設
備
を
関
係
者
に
開
放
し

て
障
が
い
者
芸
術
活
動
の
普
及
の
拠
点
と
な

っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
北
海
道
ア
ー
ル
ブ

リ
ュ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の
道
北
セ

ン
タ
ー
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
ア
ー

ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
は
、「
生
（
き
）
の
芸
術
」

第
11
回
本
人
の
会
全
道
交
流
会

当
麻
に
100
名
大
集
合

10
月
22
日

て
い
く
な
か
で

悩
み
や
体
験
を

話
し
合
う
こ
と

で
そ
の
解
決
に

繫
が
っ
た
り
、

話
し
合
う
こ
と

で
気
分
が
和
ら

ぎ
、
困
っ
た
と

き
に
共
に
助
け

合
う
親
し
い
仲

間
作
り
を
ひ
ろ

げ
る
た
め
に
全

道
に
呼
び
か
け

て
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
本
人
の
会

の
な
い
地
域
の
本
人

の
会
づ
く
り
を
手
助

け
し
、
各
地
域
の
本

人
の
会
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
の
場
と

し
て
、
全
道
各
地
の

育
成
会
や
の
知
的
障

が
い
者
が
集
ま
り
、

も
の
作
り
を
通
し
て

交
流
の
輪
（
わ
）
を
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と
訳
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
正
規
の
美
術
教
育
を

受
け
て
い
な
い
人
に
よ
る
芸
術
を
意
味
し
ま
す
。
芸

術
活
動
を
通
し
て
、
障
害
を
こ
え
た
人
と
人
と
の
交

流
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

障
が
い
の
理
解
と
合
理
的
配
慮
の
普
及

特
別
研
修
会
を
開
催

　

本
年
９
月
23
日
・
24
日
に
札
幌
で
開
催
し
た
第
４

回
全
国
育
成
会
連
合
会
全
国
大
会
で
は
、
全
国
の
活

動
が
大
集
合
し
た
特
別
分
科
会
「〝
合
理
的
配
慮
〟
理

解
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
全
国
サ
ミ
ッ
ト
」
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
特
別
研
修
は
、
こ
の
全
国
サ
ミ
ッ
ト
の

開
催
を
契
機
に
、
本
道
各
地
域
に
こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
の
取
り
組
み
を
普
及
す
る
た
め
に
、「
障
が
い
の

理
解
と
合
理
的
配
慮
を
普
及
す
る
特
別
研
修
」
と
し

て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

施
設
・
事
業
所
や
団
体
、
教
育
機
関
と
の
連
携
を

者
基
本
法
」「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
な
ど
で
は
、

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
お
互
い
の
人
格
や
個
性

を
尊
重
し
て
地
域
で
共
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
共

生
社
会
を
目
指
す
べ
き
と
謳
い
、
そ
の
た
め
に
は
障

害
の
特
性
に
応
じ
た
配
慮
（
合
理
的
配
慮
）
の
普
及

に
よ
っ
て
社
会
的
障
壁
を
克
服
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
と
く
に
知
的
・
発
達
障
害
の
あ
る
人
は

外
見
上
で
障
害
特
性
が
分
か
り
に
く
い
こ
と
も
あ

り
、
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
は
地
域
に
お
け
る
理
解

が
十
分
に
進
ん
で
い
る
と
い
い
が
た
く
、
必
要
な
配

慮
も
得
ら
れ
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

事
情
か
ら
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
全
国
各

地
域
で
始
ま
っ
た
知
的
・
発
達
障
害
へ
の
理
解
を
広

め
る
た
め
の
啓
発
活
動
、
い
わ
ゆ
る
「
合
理
的
配
慮

普
及
・
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
と
呼
ば
れ
る
活
動
で

す
。
座
学
だ
け
で
は
な
く
、
知
的
・
発
達
障
害
の
疑

似
体
験
を
盛
り
込
む
な
ど
多
面
的
に
理
解
を
深
め
る

工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
『
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
！
～
障
が
い
を
理
解
す
る

た
め
の
基
礎
講
座
～
』
を
テ
ー
マ
に
、
本
年
度
は
、

先
行
し
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
札
幌
市
育
成
会

の
啓
発
隊
「
チ
ー
ム
・
あ
い
」
を
講
師
と
し
て
、
次

の
３
地
域
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
帯
広
市
（
11
月
11
日
）

○
旭
川
市
（
12
月
５
日
）

○
札
幌
市
（
12
月
中
旬
：
調
整
中
）

　

研
修
会
の
詳
細
は
次
頁
の
チ
ラ
シ
を
参
照
く
だ
さ

い
。
参
加
す
る
会
場
は
自
由
に
お
選
び
く
だ
さ
い
。

（
写
真
：
全
国
大
会
・
特
別
分
科
会
）

「
道
育
成
会
２
０
１
８
年
カ
レ
ン
ダ
ー
」

購
入
予
約
受
付
好
評
！

　

15
団
体
・
個
人
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
48
点
の
ア
ー

ト
作
品
か
ら
作
品
26
点
を
厳
選
。「
壁
掛
け
」
と
「
卓

上
」
の
２
種
類
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
製
作
・
販
売
し
て

い
ま
す
。

　

規
格
と
価
格
（
送
料
別
）
は
次
の
通
り
で
す
。

▪
壁
掛
カ
レ
ン
ダ
ー

（
２
４
０
×
５
４
０
㎜
）：
８
０
０
円

▪
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー

（
１
５
３
×
１
０
５
㎜
）：
５
０
０
円

　

カ
レ
ン
ダ
ー
は
各
育
成
会
並
び
に
育
成
会
関
連
事

密
に
し
て
、知
的
・

発
達
障
害
へ
の
理

解
と
合
理
的
配
慮

の
普
及
を
と
お
し

て
、
共
生
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
た

い
と
存
じ
ま
す
の

で
お
繰
り
合
わ
せ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

国
連
で
採
択
さ

れ
た
「
障
害
者
権

利
条
約
」
や
国
内

法
で
あ
る
「
障
害

業
所
で
取
り
ま
と

め
て
ご
注
文
い
た

だ
く
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
が
、
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
直
接
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
写
真
参
照
）
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本
年
度
の
全
国
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協

会
の
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
10
月
11
日
、札
幌
市
・

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
で
る
２
・
７
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
道
協
会
畑
中
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
全
国
知

的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
片
桐
宣
嗣
副
理
事

長
、
Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
株
式
会
社
北
川
孝
之
北
海
道

エ
リ
ア
統
括
部
長
、
保
険
業
務
を
直
接
担
当
す
る
㈱

ジ
ェ
イ
ア
イ
シ
ー
の
渡
辺
俊
彦
社
長
の
ご
挨
拶
を
受

け
て
議
事
を
開
始
。

　

全
国
・
北
海
道
の
「
生
活
サ
ポ
ー
ト
総
合
補
償
制

度
」
の
会
員
加
入
状
況
、
事
業
の
実
施
状
況
の
運
営

実
態
調
査
の
報
告
の
後
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

新
し
い
「
補
償
制
度
」
の
改
定
に
つ
い
て
確
認
し
て

新
し
い
会
員
拡
大
の
方
策
を
検
討
。
ま
た
、
北
海
道

は「
賠
償
責
任
」の
利
用
率
が
全
国
一
で
あ
る
な
ど
、

保
険
利
用
率
の
分
析
等
を
通
じ
た
事
故
防
止
や
予
防

策
の
検
討
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

総
合
補
償
の
加
入
者
は
全
国
で
約
12
万
７
千
人
、

北
海
道
は
約
５
千
人
で
す
。来
年
度
に
は
新
し
い「
生

活
・
就
労
サ
ポ
ー
ト
」補
償
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、

職
業
従
事
中
の
事
故
対
応
費
用
や
弁
護
士
費
用
補

償
、
個
人
賠
償
責
任
保
険
な
ど
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

総
合
補
償
制
度
は
単
な
る
保
険
で
は
な
く
、
助
け

合
う
と
い
う
互
助
の
精
神
を
柱
に
、
知
的
障
害
や
自

閉
症
児
者
の
地
域
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
そ
の
可
能

性
を
広
げ
る
、
育
成
会
活
動
と
提
携
し
た
社
会
貢
献

事
業
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
会
議
を
終
了
し
ま
し

た
。

　

日
頃
よ
り
、
北
海
道
知
的
障
害
児
者
サ
ポ
―
ト

協
会
の
会
員
様
の
補
償
制
度
で
あ
る
、
生
活
サ
ポ

ー
ト
総
合
補
償
制
度
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

そ
の
昔
、な
か
な
か
保
険
加
入
が
難
し
か
っ
た
、

障
害
が
あ
る
方
の
た
め
に
、
全
国
の
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
さ
ま
が
窓
口
と
な
っ
て
設
立
し
た
互
助
会

が
、
２
０
０
６
年
の
保
険
業
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
共
済
制
度
と
し
て
事
業
継
続
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
、
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
形
で
誕
生
し
た

の
が
、
全
国
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会

の
補
償
制
度
で
す
。

　

互
助
会
時
代
の
、
助
け
合
う
と
い
う
互
助
の
精

神
を
そ
の
ま
ま
に
、
知
的
障
害
児
者
・
自
閉
症
児

者
の
皆
さ
ま
を
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て
捉

え
、
よ
り
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
に
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

発
足
か
ら
11
年
が
経
ち
、
全
国
の
会
員
数
も
12

万
人
を
超
え
、
こ
こ
北
海
道
で
も
５
，
０
０
０
名

を
越
え
る
方
に
ご
加
入
い
た
だ
く
な
ど
、
年
々
増

え
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
兼
ね
て
よ
り
ご
要

望
を
い
た
だ
い
て
い
た
、
就
労
支
援
事
業
所
な
ど

で
、
お
仕
事
を
し
て
い
る
方
な
ど
に
、
よ
り
特
化

し
た
補
償
内
容
の
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
ほ
し
い
、
と

の
声
に
お
答
え
し
「
生
活
・
就
労
サ
ポ
ー
ト
総
合

補
償
制
度
」
通
称
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
プ
ラ
ン
」
が
来

年
４
月
よ
り
新
し
く
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
プ
ラ
ン
」
は
、
一
生
懸
命

に
働
く
皆
様
が
今
ま
で
以
上
に
、
活
き
活
き
と
社

会
生
活
を
送
り
、
よ
り
自
立
に
向
け
安
心
し
て
生

活
が
送
れ
る
た
め
に
考
え
ら
れ
た
プ
ラ
ン
で
す
。

　

こ
れ
で
、
２
０
１
８
年
４
月
か
ら
は
、
従
来
の

Ａ
プ
ラ
ン
・
Ｂ
プ
ラ
ン
に
加
え
、
Ｃ
プ
ラ
ン
（
ア

ク
テ
ィ
ブ
プ
ラ
ン
）の
３
つ
の
プ
ラ
ン
の
中
か
ら
、

よ
り
最
適
な
プ
ラ
ン
を
お
選
び
い
た
だ
く
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
事

務
局
で
兼
務
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
、
北
海
道
知

的
障
害
児
者
サ
ポ
ー
ト
協
会
の
窓
口
、
も
し
く
は

私
ど
も
ジ
ェ
イ
ア
イ
シ
ー
北
海
道
支
店（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：

０
１
１
―
２
２
１
―
７
０
０
９
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
Ｉ
Ｕ
と
ジ
ェ
イ
ア
イ
シ
ー
で
は
、
今
後
も
障

害
を
持
つ
人
々
が
少
し
で
も
安
心
し
て
生
活
を
送

全
国
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
10
月
11
日

特
別

寄
稿

生
活
サ
ポ
ー
ト
総
合
補
償
制
度
に
つ
い
て

Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
㈱
代
理
店　

㈱
ジ
ェ
イ
ア
イ
シ
ー
北
海
道
支
店
長　

藤
元
　
建
一
郎

る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
工

夫
と
努
力
を
続

け
て
ま
い
り
ま

す
。（
写
真
：
配

布
中
の
新
制
度

紹
介
パ
ン
フ
）
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今
後
の
予
定

・�

第
３
回
広
報
企
画
専
門
委
員
会　

11
月
６
日

札
幌
市　

か
で
る
２
・
７

・�

特
別
研
修
・
帯
広
市
開
催　

11
月
11
日

・�

上
期
監
査　

11
月
13
日

札
幌
市　

か
で
る
２
・
７

・�

第
２
回
育
成
会
活
性
化
対
策
委
員
会　

11
月
22
日

札
幌
市　

か
で
る
２
・
７

・�

特
別
研
修
・
旭
川
市
開
催　

12
月
５
日

・�

第
４
回
理
事
会　

12
月
20
日札

幌
市　

か
で
る
２
・
７

全
国
大
会
の
開
催
地
へ

愛
媛
県
育
成
会
か
ら
ミ
カ
ン
寄
付

　

愛
媛
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
は
、
地
元
の
松
山
道

後
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ご
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ま

で
全
国
大
会
の
開
催
県
育
成
会
に
対
し
て
ミ
カ
ン
の

寄
贈
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
程
、
当
会
に
ミ
カ

ン
40
箱
の
寄
贈
の
意
向
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
当
会

と
し
て
、
有
難
く
ご
意
向
を
受
け
入
れ
、
同
県
に
感

謝
の
意
を
表
し
道
内
の
育
成
会
が
設
置
運
営
し
て
い

る
事
業
所
に
寄
贈
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

２
月
に
札
幌
開
催

通
所
事
業
所
連
協
の
特
別
研
修
会

　

道
育
成
会
通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会
の
第
３
回
役

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
　
再
建
基
本
構
想
策
定

小
規
模
施
設
を
分
散

指
定
管
理
者
継
続

　

昨
年
７
月
に
殺
傷
事
件
が
発
生
し
た
神
奈
川
県
立

の
相
模
原
市
の
障
害
者
施
設「
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
」

の
再
建
へ
向
け
、
県
は
10
月
14
日
、「
や
ま
ゆ
り
園

再
生
基
本
構
想
」を
決
定
し
ま
し
た
。
元
の
敷
地（
千

木
良
）
と
横
浜
市
内
の
県
有
地
（
芹
が
谷
）
に
施
設

を
分
散
整
備
し
、
希
望
す
る
入
所
者
は
２
０
２
１
年

度
中
に
移
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
指
定
管
理

者
は
引
き
続
き
社
会
福
祉
法
人
か
な
が
わ
共
同
会
に

な
る
見
通
し
で
す
。

　

県
は
８
月
に
公
表
し
た
基
本
構
想
案
を
、
県
議
会

の
委
員
会
で
の
議
論
や
家
族
会
の
要
望
を
受
け
て
修

正
し
ま
し
た
。
基
本
構
想
は
、「
小
規
模
・
分
散
化
」

と
い
う
従
来
の
方
針
を
踏
襲
。
入
所
者
の
意
思
を
約

２
年
か
け
て
確
認
し
て
、
園
が
あ
っ
た
相
模
原
市
・

千
木
良
と
仮
園
舎
が
あ
る
横
浜
市
・
芹
が
谷
の
２
カ

所
で
１
２
０
人
、
既
存
の
県
立
施
設
で
10
人
の
計
１

３
０
人
を
受
け
入
れ
る
構
想
で
す
。

　

他
方
、
障
害
者
団
体
や
県
議
か
ら
指
摘
が
あ
っ
た

入
所
者
の
意
思
確
認
を
進
め
る
「
意
思
決
定
支
援
チ

ー
ム
」
に
第
三
者
が
含
ま
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
く
わ
え
る
こ
と
と
し
基
本
構
想
に
追
加

し
ま
た
。

　

ま
た
、
芹
が
谷
の
指
定
管
理
者
を
津
久
井
や
ま
ゆ

り
園
と
同
様
に
２
０
２
４
年
度
ま
で
は
か
な
が
わ
共

同
会
と
す
る
方
向
で
す
。

　

事
件
か
ら
１
年
３
か
月
を
経
て
、
よ
う
や
く
再
生

の
道
筋
が
見
え
て
き
ま
し
た
。（
各
種
報
道
か
ら
引
用
）

宇
都
宮
市
施
設
虐
待
事
件
で

証
拠
隠
滅
疑
い

県
警
Ｏ
Ｂ
ら
職
員
逮
捕
拡
大
10
月
４
日

　

本
年
４
月
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
の
知
的
障
害
者

支
援
施
設
「
ビ
・
ブ
ラ
イ
ト
」
で
、
入
所
者
の
男
性

（
28
）
が
重
傷
を
負
い
、
職
員
ら
２
人
が
傷
害
容
疑

で
逮
捕
さ
れ
た
事
件
で
、
栃
木
県
警
は
４
日
、
暴
行

の
内
部
調
査
資
料
を
処
分
し
た
と
し
て
、
新
た
に
同

法
人
の
職
員
３
容
疑
者
を
証
拠
隠
滅
容
疑
で
逮
捕
し

ま
し
た
。
そ
の
内
２
名
は
同
県
警
の
Ｏ
Ｂ
で
、
事
件

の
内
部
調
査
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。逮
捕
容
疑
は
、

施
設
内
で
起
き
た
傷
害
事
件
の
証
拠
と
な
る
調
査
書

面
を
廃
棄
、
事
件
前
後
約
３
週
間
分
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
映
像
を
消
去
す
る
な
ど
の
証
拠
隠
滅
で
す
。（
各

種
報
道
か
ら
引
用
）

員
会
が
10
月
17
日
、

札
幌
市
で
開
催
さ

れ
、
本
年
度
の
「
魅

力
あ
る
事
業
所
研
修

会
」
を
来
年
２
月
に

札
幌
市
で
開
催
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

制
度
改
正
、
報
酬

改
定
な
ど
の
中
央
情

勢
報
告
、
管
理
者
向

け
、
現
場
向
け
の
内

容
の
研
修
を
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
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